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未固結堆積物中から

そこで1970年の同研究に先がけてこれを油圧式に改

良しかつ油圧ケｰジ(0～100kg/cm2)を取リつけて

少ない労力でしかも容易に一定の荷重をかけられるよ

うにしその結果きわめて効果的であることがわかっ

た.なお木器の特徴としては次の諸点があげられる.

間隙水を抽出する装置

青木市太郎･望月詣一

言､まえがき

未固結堆積物の間隙水を抽出するために従来種カの

方法が用いられている･そのうち圧搾式の間隙水抽出

器についてはSI蛆鵬(1962)HARTMANN(1965)

P蝸sL服ほか(1967)らによりのべられている.圧搾

式のものの長所についてS酬ER(1962)は聞降水の抽

出にともたう化学変化の少汰いこと希釈･分散してお

こなう抽出法については溶解性の鉱物が溶解し水質を

変化させると述べている.いっぽうD醐酬smdC旺

互篶1鵬城(1967)によって論じられるように圧力による水

質変化という問題がともなわれている.

筆者らは五969年中海中宍道湖両汽水湖における堆積

学的研究の一環として湖底第四紀堆積物柱状試料の聞

瞭水の検討をおこ荏った際SIw鵬(1962)のものを原

型として青木が試作したハンドル1ピストンスクリュ

ｰ方法の手動の間隙水摘出器を用いた.しかしこの

方式では手動のために大きな労力を必要としまた一

定の荷重をかけることが困難であること牟わかった.

①装撞σ)作成が容易である.

②操作上の労力が小さくかつ熟練を要しない.

③小型である上油圧ポンプを使うので働則船内をも含み

場所を選ばず使用できる.

④試料交換ならぴにそω際の装置び)洗浄が容易である雛で

ある.

この油圧式抽出器によって摘出した闘瞭水の水質分析

結果の一部はすでに地球化学討論会で報告されている

(望月･水野ユ970).ここではその装置について紹介し

たい.間隙水分離方法分析結果ならびに本文につい

て種々のご教示･討論をいただいた地質部水野篤行

技官に対レこ･からお礼申上げたい.

2,構造'

図3に示すようにこの装置はピストン1シリンダｰ

内の試料をはさんでその上位のピストン部分下位の

炉退部分からたる.試料から搾り出された間隙水は

炉紙から下位板のロｰトを通って試料ビンに集められる.

ふるいは炉紙を炉遇板ほふるい(涙紙)をそれぞれ支

えるために置かれ涙過板には重/唾インチx呈んインチの

穴が多数あけてある.分離部分の材質はすべてステン

レススチｰノレである.

3.操作

操作に際しては

①シリンダｰを逆さにしてシ

リンダｰ最下部(使用時σ))

に東洋涙紙No.6をシリン

ダｰの内壁一パイに張りそ

の上に72メッシュヴ)ふるいと

炉過板を図4σ)順序になるよ

うに置く次に下位板をペッ

クスボルトでシリンダｰに取

リ付ける.

②沢過都を下にしてシリンダｰ

を立て､1二翻はリ､試料を入れ

(こ0)時試料の巾にできる

だけ空気が入らないようにし

さらに賦料の表櫛を平らにす

る)ピス1㌦ン･レザｰ彩ツブ板

を入れたピストンレザｰカッ
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プを試料の上に敵かにかぶせる.

③ピストンレザｰカップの上にピストンξ璽ねベンチσ)エ1]

にセットする.

④全体をベンチに固定し

一ド位仮ロｰト下に採水ビンを難く.

⑤ヒストン上部に鉄の1上蝋を鮭き図2のように洲正式ポ

ンプで齢かに荷重をかけ(5k派1nコ程度)打咄を開始する､

⑥船出が終γした後油圧ポンプジ)ゲｰジを0にまで戻.しベ

ンチから本体を取りはずし下位抜をはずす.どストン

の山1二部から押出し鱗(約20c閉長･玄､の木片)をあてシリ

ンダｰを凄かさにして沢過板ふるい炉慨紙料を取

り出す.

操作上の留意点としては描出する場合試料に急激た

荷重を加えると炉紙が破れて透明な試料水が採取でき

たいこともありまた逆に間隙水が上部に出てくる場合

もある.したがって油圧ポンプは静かに操作して

はじめδkg/cm筥ぐらいの荷重をかけ油圧が下ったな

ら再び荷重をかける･この操作を繰り返しながら徐々

に30kg/cm2まで上げ抽出を終了する.抽出が終了し

たならば抽出器は水できれいに洗浄して蒸留水をかけ

水をぬぐった後次の試料の抽出操作にうつる.炉紙

を試料毎にとり変えるのはもちろんである.次に記す

部品のスペアを用意しておくとよい.72メッシュのス

テンレススチｰル製のふるい･リング･ピストンレザｰ

カップ帯レザｰカップ板･ヘヅクスボノレト等.

(艦者;㍉は技術榔)
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人事異動

地質調査所では次夢)とおリ人事異動が行なわれました

(新)(現)

砂』11一郎文部省(東北大学)出向地質調査所鉱床部長

大町北一郎地質調査所鉱床部長男地質調査所鉱床部金属

任課長

同金属課長併任

往々木昭地質調査所鉱床部鉱有同金属課主任研究官

課長昇任
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工業技鋳院
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